
令和２年８月１１日  
佐城農業指導者連絡協議会 

 

稲・大豆作情報（ＮＯ．７）  

１．水稲作況情報田の生育概況（8 月１１日現在） 

注１）各品種 前作：麦    注２) 施肥及び病害虫防除は地区基準に準ずる。 

 
2．水稲管理 

 
 

「夢しずく」：穂ばらみ期を迎えている。穂ばらみ期～出穂期頃は稲の要水量が最も

多くなるため、潅水の期間をやや長めとした間断潅水を心がける。 

 

「中晩生種」：間断潅水に移行し、断水期間（水を切る期間）を長めに行うことで徐々

に地固めを行う。 
 

※台風接近時は必ず湛水・深水とし、通過後は新しい水と交換し、間断かん水に戻す。 

 

○今週の管理 

【夢しずく】 
・現在、葉耳間長 5cm 程の穂ばらみ期となっている（情報田）。 

・穂ばらみ期～出穂期頃は要水量が最も多くなるため、潅水の期間をやや長めとした間断潅水を 

心がける。 

・出穂期はお盆～お盆明け頃になる見込み。 

 

【ヒノヒカリ、さがびより】 
・幼穂形成始期～幼穂形成期を迎えている。 

・穂肥は下記の診断結果を基に施用する。 

・穂肥施用時（幼穂形成始期）は湛水し、その後の間断潅水では、地固めと根に空気を送るため 

落水期間を確実にとる。地が緩い場合は、落水期間をやや長めにとる。 

品 種 

場 所 

移植日 

栽植株数 
年 次 

現在の生育状況 

概況 草 丈 

ｃｍ 

茎 数 

本／㎡

主稈  

出葉数

葉色

夢しずく 

佐賀市本庄町 

6/15  

17.5株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

99.2 

93.0 

(107)

375 

373 

(101)

13.4 

13.2 

(0.2) 

38.8

36.9

(105) 

8月１半旬の日照時間は

平年並みとなったが、２

半旬は曇雨天となり、日

照時間が短く推移した。

中晩生品種の草丈は短

く、葉齢の展開が遅れ気

味である。 

夢しずく：穂ばらみ期、

葉耳間長5cm 

さ が び よ り ： 幼 穂 長

1mm確認 
※一部、「さがびより」「ヒ

ヨクモチ」でガス湧き・スク

ミリンゴガイの被害あり 

さがびより 

小城市芦刈町 

6/22 

16.1株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

72.8 

82.0 

(89) 

392 

473 

(83) 

12.7 

13.8 

(-1.1)

36.2

34.8

(104) 

ヒヨクモチ 

小城市牛津町 

7/1 

18.5株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

55.6 

68.6 

(81) 

685 

632 

(108)

12.3 

13.7 

(-1.4)

43.5

40.2

(108) 
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＜ヒノヒカリ＞ 

・穂肥施用時期を迎えている。 

【ヒノヒカリ穂肥診断基準】 

幼穂形成始期 

の草丈 

幼穂形成始期の葉色 施 用 時 期 穂肥施用量 

群 落 葉緑素計 出穂前 幼穂長 Ｎ成分  

kg/10a 
BB602  

㎏/10a 

80cm以下 3.0以下 34以下 20～24日 1～2mm ３．０ １８．８ 

3.0～3.3 35～38 18～20日 3～5mm ３．０ １８．８ 

3.5～3.8 39～40 16～18日 5～15mm ２．０ １２．５ 

3.8以上 41以上 － 15～30mm １．０以下 ６．３以下 

80cm以上 3.0～3.3 35～38 18～20日 3～5mm ２．０ １２．５ 

3.5～3.8 39～40 16～18日 5～15mm １．５ ９．４ 

3.8以上 41以上 － 15～30mm １．０以下 ６．３以下 

 

 

＜さがびより＞ 

・「さがびより」では、8 月中下旬（お盆明け頃）に穂肥施用時期になると思われる。 

・施用時期は幼穂長５～１０mm が適期。 

【さがびより診断基準】  

幼穂形成始期 

（幼穂長1㎜） 

の草丈 

葉  色 施 用 時 期 穂肥施用量 

群落 葉緑素計 出穂前 幼穂長 
Ｎ成分

(kg/10a) 
BB602
(kg/10a)

80cm以下 

3.5以下 38以下 18～20日 5mm ２．５ 15.6 

3.7 38～40 18日 10mm ２．０ 12.5 

3.8 40～41 16日 15ｍｍ １．０ 6.3 

3.8以上 42以上 施 用 し な い 

80cm以上 
3.8以下 39以下 16～18日 10～15mm １．５ 9.4 

3.8以上 40以上 施 用 し な い 

 

さがびよりの生育ステージと穂肥の施用時期のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

【ヒヨクモチ】 

・最高分げつ期を迎えている。 

・間断潅水に移行し、幼穂形成期までに軽めの中干し（小さなヒビが入る程度）を行う。 

・中干し終了後の入水は、一度に溜め込まず、軽く田面を走らせる程度とする。その後は間断潅水

とする。（一気に水を溜めると下葉枯れが助長されるので、注意する） 

　「さがびより」の生育ステージ  穂肥時期の目安
-25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 出穂期

72～75 ※ 草丈の指標は、1cm/2日減じて使用する
適期

注1）「★」印は、幼穂形成始期を示す

幼穂形成始期及び幼穂
形成始期からの日数

出穂前日数

★ ★

幼穂長

標準的な草丈(cm)
備　考

10mm 15m 20mm5mm2mm1mm

4日後 6日後 1週間
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○病害虫情報（発生および防除） 

◆トビイロウンカ 

・箱施用剤を使用した圃場でも発生がみられ始めており、発生状況に合わせて、第２回目防除適期

（8/21～8/25）に防除が実施できるように準備を行う。 

・必ず各地域及び圃場ごとの発生状況を確認する。（各地域及び圃場ごとに発生量が異なるため） 

・防除の際は、湛水するとともに、株元まで薬剤が十分かかるよう、ていねいに散布する。 

※最新の飛来状況については、農業技術防除センターのホームページから確認してください。 

農技防 HP 参照：病害虫情報： http://www.pref.saga.lg.jp/kiji00368010/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 回 目 防 除 適 期

8/21～8/25  

第 ３ 回 目 防 除 適 期

9/22～9/28  
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◆コブノメイガ 

・断続的に飛来し、コブノメイガによる食害が多くみられている。 

・幼虫ふ化揃い期（下発生予測図の赤枠）の防除効果が高いため、必ず圃場ごとの発生状況を確認

し、適期防除を実施する。 

・8 月の発生量は、多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第４号）。 

農技防 HP 参照：発生予察予報： http://www.pref.saga.lg.jp/kiji00373814/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆斑点米カメムシ類 

・畦畔除草は出穂 10 日前までに行う。 

出穂後畦畔除草を行うと水田内に斑点米カメムシ類を誘い込んで被害を助長するため、出穂 10

日前までに草刈りを済ませ、時期を逸した場合には除草しない。 

・8 月の発生量は、やや多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第４号）。 

・山麓部や河川敷付近など、例年発生の多い圃場では田廻りを励行し、防除を徹底する。 

 

草刈りの時期（目安） 斑点米カメムシ類の防除時期 

平坦部さがびより・・・8/2５頃まで

ヒヨクモチ・・・・・・8/30 頃まで

◎多発生：「穂揃い期」及び「乳熟期」の２回防除 

◎少発生：「乳熟期（出穂の約１５日後）」１回防除 
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◆いもち病 

・8 月の穂いもち発生量は、やや多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報 

第４号）。 

・進展型病斑がみられる圃場では早急に薬剤防除を行う。 

・葉いもちの発生がみられる圃場は、穂ばらみ期の防除を実施する。さらに、上位３葉に病斑が 

確認される場合は、穂揃い期にも薬剤防除を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆紋枯病 

・一部の圃場で紋枯病がみられ始めている。 

今後気温が高くなることから、一気に進展する恐れがある。 

・田回りを励行し、病斑が確認された場合は、病斑が上位葉の葉鞘に進展する時期（液剤、粉剤の

場合は出穂 10～20 日前が目安）に防除を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲いもち病（農業技術防除センターより） 

▲紋枯病 
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３．大豆管理 
 

７月中旬に播種した圃場で、1 度も培土がされていない圃場は速やかに作業を行う。 

8 月初旬に播種した圃場では、初生葉が展開している。台風やゲリラ豪雨に備えた

排水整備をおこなう。 

 

○排水対策  

局地的なゲリラ豪雨に備えるため、排水溝の整備を行い、排水口への確実な誘導を図る。 

リターンデッチャや畔塗り機で施工した額縁明渠についても確実につながっているか確認を行う。 

  

 

○培土 

雑草防除や発根・根粒形成促進のため、以下目安を参考に培土を実施する。 

※今年は播種後、降雨量が多く土中の空気が不足気味。そのため、根の伸長が少なく、葉の展開も

やや遅く、葉色も淡い。 

【実施時期の目安】 

１回目：本葉２～３枚の頃、子葉が隠れる程度におこなう。 

２回目：本葉４～５枚時に、初生葉（子葉の上の葉）まで隠れるようにおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○雑草防除 

・イネ科雑草が多いところでは、ポルトフロアブル等で防除する。 

・カヤツリグサ科が多い場合は、大豆バサグラン等で防除する。 

・アサガオ類やホオズキは、繁殖力が強く、放置すると次年度以降の発生量が多くなるため、圃場

内はもとよりまくら地や畦で発生している場合は、必ず抜き取り圃場外へ持ち出すか薬剤散布で

の防除を徹底する。 

 

 

○病害虫防除（ハスモンヨトウ）  発生状況に注意し白変葉が見られた場合は防除を行う。 

子葉

1回目の培土時期の目安
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佐城農業改良普及センター
令和２年産水稲生育期間気象グラフ（アメダス：佐賀）
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降水量 
8月 2半旬 63.0㎜ 
平年比 225％ 

平均気温 
8月 2半旬 28.7℃ 
平年＋0.5℃ 

日照時間 
8月 2半旬 16.6時間 

平年比 47％ 


